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雪崩観測実験室実験斜面の雪質調査報告 III本

(昭和43-44年冬)

藤岡敏夫・清水 弘

秋田谷英次・成田英器

(低温科学研究所)

(昭和45年 1月受理〕

I.まえがき

この調査資料は，北海道大学天塩地方演習林中の峯にある低温科学研究所雪崩観測実験室

の実験斜面において，昭和43-44年冬におこなわれた雪質調査の報告で-ある。昭和39年度よ

り昭和 42年度迄に行なわれた調査結果は北大天塩地方演習林山地積雪の雪質調査報告 IJ1)

及び「雪崩観測実験室実験斜面の雪質調査報告 IIl)として発表されている。簡単のために，

上記の報告を，それぞれ報告 1，IIとよぶことにする。

11. 調査場所，調査項目及び記述方法

調査は，報告 1，IIと同様に，東西に走る中の峯の南北両斜面でおこなわれた。両斜面と

も350前後の一様な傾斜をもっ笹地の斜面である。従来の調査地点は，稜線より南斜面を 30m

下ったところに A地点，さらに 30m下ったところに B地点が設けられ，北斜面についても，稜

線から同じ距離下ったところに C，D地点がえらばれていた。今回の調査では， A地点での調

査は行なわれず， C地点での調査も一回のみにとど、めた。 A，Cは風の強い稜線近くにあるた

ゆ，風の侵蝕がはなはだしく，積雪の性質の規則的な変化がみられないからである。

調査項目は報告1，IIと同様，積雪深，雪温，層構造，各層の雪の種類，密度，粒度，含

水率である。 これらの測定結果は，国際雪氷委員会のとりきめ1).2)，3)の記号を用いて図に示し

た。すなわち

T 雪の温度

Tα 気温

F 雪の種類

C 密度 (gfcm3)

R 硬 度 (kgfcm2，但し木下式硬度計による)

D 雪粒の粒径

*北海道大学低温科学研究所業績 第 1056号

低温科学物理篇第27輯資料篇昭和44年
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第 1図

南斜面A地点

昭和例年 1月8日

同 2月5日

同 3月6日

南斜面 B地点

昭和44年 l月8日

T雪面，M 地面よりの

高さ(斜面に垂直)， F雪
の種類(第 l表参照)，

D 雪粒の大きさ(本文

参照)， G W、度，R硬度

(木下式硬度計による)
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第2図 南斜面B地点

目. 昭和 44年 1月 22日

6 同 2月 5日

7，同 2月 19日

8， Fiu 3月5日
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南斜面 B地点

昭和例年3月 19日

北斜面C地点

昭和例年 l月9日

北斜面D地点

昭和例年 l月9日

向 1月21日
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第4図北斜面D地点

13. 昭和例年2月20日

14. 同 3月6日
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第 5図

北斜面D地点

昭和例年3月 18日

雪崩観測所における気温，

Tmax日最高気温，T日平
均気温(毎時平均)， Tmin 

日最低気温
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M 地面に垂直にはかった地上高

W 含水率

である。雪粒の粒径 Dは次の 5段階に分類されている。

a O.5mm未満

b O.5mm以上 1mm未満

c 1mm以上2mm未満

d 2mm以上 4mm未満

e 4mm以上

雪の種類Fは雪粒の形を記号であらわしたものであ

る。その記号を我が国で普通に使われている雪の名称にあてはめると，右の第 1表のようにな

雪崩観測所雪質調査報告 III 

る1).2)。

21 

第 1表積雪の名称と記号

名 称 記号

しんせつ

こしまりゆき

しまりゆき

ざらめゆき

こしもざらめゆき

しもざらめゆき

十
ベ

0

・
口
〈

+
ベ
0

・
口
八

+
/
ぺ

0

・
口
〈

観測結果は図にあらわし，各図に通し番号，観測日，場所を記入してある。例へば 14)

44-III-6 Dは通し番号 14，昭和44年3月6日， D地点における観測結果の意味である。

この調査に当って，北海道大学農学部附属演習林本部，天塩地方演習林の方々の御協力を

いただし、た。ここに記して感謝の意を表す。また，この調査は雪崩の研究に対する文部省特別

事業費によって行なわれたものである。
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図版 Il 図版 8 3月15日 3月5日

16 第1図説明文 T雪面 T室温

20 第5図説明文 T 日平均気温 7 日平均気温
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23 上から ann and 

24 」二から 10 存在ていたが 存在していたが


